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１　問題と目的

　名古屋らは、知的障害教育における職業教育の
充実に関して、高等部段階で強調されるものであ
り、中学部段階では低調であることを指摘し、中
学部段階での職業教育の実践研究の必要性を強調
している（名古屋、稲邊、田村、田淵、2008）。
　この問題意識の下、名古屋らは岩手大学教育学
部附属特別支援学校（以下、「附属特別支援学校」）
中学部における作業学習、働く活動をテーマにし
た生活単元学習の実践研究を通じて、中学部段階
での職業教育のあり方を検討してきた（名古屋、
稲邊、田村、田淵、2008；名古屋、稲邊、田淵、
大嶋、2009；名古屋、名須川、田淵、田村、岩井、
2010；名古屋、名須川、中館、熊谷、岩渕、今井、
田村、田淵、竹野、金丸、2011；名古屋、田村、
中館、熊谷、岩渕、今井、田淵、巴、中村、橋場、
2012）（以下、「附属先行研究」）。この過程で、中
学部においても地域社会に根ざした働く活動は、
生徒主体の学習の実現、青年らしい働く姿の実現
とそのための能力の育成、地域に根ざした生活の

実現、持続可能な環境教育の観点から成果をあげ
ていることを示してきた。
　一方、近年、知的障害教育においても、キャリ
ア教育への関心の高まりに呼応するように職業教
育への関心の高まりが認められる。教師向け雑誌
においても複数回にわたって特集が組まれている
が、中学段階での取り扱いも少ないながら見られ
ることが指摘される（名古屋、田村、中館、熊谷、
岩渕、今井、田淵、巴、中村、橋場、2012）。
　国立特別支援教育総合研究所が公開している
「特別支援教育関係文献目録1964年１月～」で職
業教育に関する検索を標題について行ってみると
次のような結果となる。
　・「職業教育」「中学」で検索した結果：３件
　・「キャリア教育」「中学」で検索した結果：６件
　・「作業学習」「中学」で検索した結果：８件
　・「職業教育」「高等」で検索した結果：29件
　・「キャリア教育」「高等」で検索した結果：10件
　・「作業学習」「中学」で検索した結果：22件
　高等部段階と比べ、中学部段階での職業教育に
関する検討はやはり少なく、今後のキャリア教育
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の発展に伴うライフステージ全般での職業教育の
在り方を考える上では、中学部段階での職業教育
の検討は重要であり、一連の附属先行研究の今日
的意義は大きい。
　そのような中で、作業学習は戦後初期より中学
校特殊学級を中心に発展してきた指導形態であ
り、知的障害教育における職業教育の中核を担っ
てきたものである（小出、1979）。
　中学部段階での作業学習が何を追究するかにつ
いて、石井は、中学部段階での作業学習における
「自分から進んで取り組み、達成できる」こと
「生徒主体」を重視する観点から道具・補助具の
在り方を論じている（石井、2011）。また、福田
は2011年度の全日本特別支援教育研究連盟全国大
会において中学校特別支援学級における作業学習
の報告を行っているが、そこでは「青年期に相応
しい」「生徒主体の」「生徒自ら取り組む」「手応
えを感じる」「分かち合う」をあげている（福田、
2011）。これらは附属先行研究において追究され
てきたものに合致する。
　名古屋らは、附属特別支援学校中学部で実践さ
れる生活単元学習及び作業学習の授業研究（生活
単元学習１回、作業学習３回）を通して、生徒の
主体的取り組みを実現し、かつ地域と協働してい
く持続可能な開発に資する職業教育の展開方法を
検討した。その結果、作業学習においては、販売
等の明確な目標、一定の活動の繰り返し、地域と
協働した販売機会の確保などが、生徒主体の活
動につながることを述べた（名古屋、田村、中
館、熊谷、岩渕、今井、田淵、巴、中村、橋場、
2012）。
　そこで、本研究では、これらの成果を継続発展
させ、附属特別支援学校中学部で実践される作業
学習の授業研究を通して、生徒の主体的取り組み
を実現し、かつ地域と連携し持続可能な開発に資
する職業教育の展開方法を明らかにする。

２　方　法

　本研究では、これまでの附属先行研究を継続し、

以下の２つの方法を実施する。
（１）附属特別支援学校中学部における授業研究

①授業研究会の実施
　附属特別支援学校中学部で実施している作業学
習について３回の授業研究会を開催した。
　対象授業は、中学部クラフト班における授業と
した。
　開催期日と対象授業は以下である。
　○第１回　
　　・対象授業：クラフト班作業学習「クラフト

作業Ⅲ～鉢カバーを20個作ろう
～」

　　・授業日時：2011年７月７日（木）10:40－11:55
　　・授業場所：中学部クラフト室
　　・協議日時：2011年７月８日（金）～2011年

７月22日 (金 )

　　・協議場所：ネット開催
　○第２回
　　・対象授業：クラフト班作業学習（10月の取

り組みに向けての授業構想検
討）

　　・協議日時：2011年８月10日（水）16:00－17:25
　　・協議場所：中学部クラフト室
　○第３回
　　・対象授業：クラフト班作業学習（公開研究

会授業「あにわ祭」に向けて）
　　・授業日時：2011年10月29日（土）10:20－11:10
　　・授業場所：中学部クラフト室
　　・協議日時：2011年10月29日（土）13:15－14:45
　　・協議場所：附属特別支援学校第１会議室
②授業検討会の検討視点
　本研究では、筆者らによる授業研究会における
発言の分析から、地域と連携して主体的・継続的
に取り組めるための手立てを検討し、特に持続可
能性を中心にした授業計画の方途を明らかにする
こととした。討論の内容は、記録を文字に起こし、
「活動の計画」「場の設定・教材・教具」「教師の
かかわり」「友達とのかかわり」「保護者・地域の
人々とのかかわり」「環境教育の観点から」の６
つの視点に整理した。これらの視点は、附属特別
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支援学校における「授業づくりの工夫」（岩手大
学教育学部附属特別支援学校、2011）を参考にし
つつ、ESDに関する「環境教育の観点から」を
加えたものである。
　記録は筆者全員で確認し、加除修正の上、確定
した。
　なお、本研究における名古屋を除く筆者は、研
究実施年度における附属特別支援学校中学部全教
員である。
（２）他の特別支援学校における作業学習の視

察・資料収集

　ここでは、現実度の高い作業学習を実践してい
る全国の実践校３校（熊本県１校、石川県１校、
佐賀県１校）を訪問し、授業視察と資料収集を実
施し、筆者全員で資料を回覧し、情報を共有した。

３　結果と考察

（１）授業研究会

　各研究会記録を６つの視点で整理した結果は、
資料１～３の通りである。
　これらを、６つの視点による検討と併せ、生徒
の主体的取り組み、地域との連携の観点から考察
した。
①第１回授業研究会（資料１）
ⅰ　６つの視点から
　「活動の計画」については、全体的な授業評価
としては、「仕事が流れている」「一体感のある取
り組み」との評価であった。これらの背景要因と
して、一体感についてはテーマに沿った活動とい
うことがあげられているが、他の要因はここでは
明らかではない。活動の流れやすさや場の一体感
であることから、後述する「場の設定・教材・教具」
によるところが大きいと推測される。「はじめの
会」「おわりの会」に関する意見が多く見られる。
これは活動への見通しや意欲をどのように支援す
るかという議論である。Ｄ君はいわゆる障害が重
いと言われる生徒であるが、活動の繰り返しの効
果がここでは指摘されている。
　「場の設定・教材・教具」では、仕事の進めや

すさの点からの道具・補助具の位置や形状の改善
の指摘が見られる。いずれも、どの生徒にも作業
活動には一定のできる状況がつくられていること
を前提としての改善提案である。全体の場の改善
意見はなく、前述した「仕事が流れている」との
指摘と対応するものと考えられる。
　「教師のかかわり」は、作業に共に取り組みな
がらの教師の支援のあり方が議論されている。時
期的にまだ教師の支援を手厚くしていくことの必
要性や、流れ作業の中で教師が担当する仕事や関
わり方を吟味し、生徒の仕事のペースを作ってい
く方途も議論されている。
　「友達とのかかわり」「保護者・地域の人々と
のかかわり」に関する意見はなかった。
　「環境教育の観点から」では、剪定材の利用が
あげられているが、これは本研究の基盤となって
いる一連の附属先行研究の過程で得られた方法で
ある。不良品を減らすことが環境教育につながる
という指摘については、対象授業が作業学習の年
間計画の中では前期に属しており、まだ不良品が
出る時期であることを反映した議論である。
ⅱ　生徒の主体的取り組みから
　クラフト班作業全体の場や流れは、生徒が主体
的に取り組むという点において一定の水準にある
ことが伺われる。これは作業学習が毎日繰り返せ
るように週日課上設定されていることで、生徒側
の習熟、教師側の継続的授業改善がしやすい状況
があるためと考えられる。一方で年間計画前半期
にあることから、個別の支援の段階では、手立て
を手厚く講じることが求められてもいると考えら
れる。
ⅲ　地域との連携から
　剪定材の利用が話題にされているが、この点も
含め地域産業との連携は日常化してきていること
が伺われる。
②第２回授業研究会（資料２）
ⅰ　６つの視点から
　「活動の計画」については、第１回に引き続
き、Ｄ君への支援について、「はじめの会」のあ
り方が検討されている。Ｄ君に対しては、現在ま
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でに達成している自発的活動をいかに今後につな
げていくかという視点が見られる。「はじめの会」
については仕事の流れに即してという視点が示さ
れている。
　「場の設定・教材・教具」では、Ｄ君について
は教師がついて作業していた場の配置を見直し距
離を取ること、工程自体の見直しを含めて場の配
置を考えることなどが議論されている。道具・補
助具の工夫の必要性も指摘されている。全体に関
わってはＤ君に対応する教師以外の配置や、見通
しにつながる製品置き場の工夫などが議論されて
いる。
　「教師のかかわり」では、Ｄ君に対しては教師
が補助で関わるのではなく、独立した作業工程を
担っての支援の方向が検討されている。全体では
作業前の運動の時間からの教師の動きが議論され
ているが、作業に取りかかりやすくするための議
論であり、「はじめの会」のあり方と関係してい
るものと考えられる。
　「友達とのかかわり」では、Ｄ君の活動を意識
することで、自身の作業に影響が出ている生徒が
いることが指摘されている。そのことへの配慮が
議論されている。
　「保護者・地域の人々とのかかわり」では、震
災との関わりでの授業展開が議論されている。
　「環境教育の観点から」に関する意見はなかっ
た。
ⅱ　生徒の主体的取り組みから
　今回は、主にＤ君の活動への支援に焦点化され
た協議が行われた。障害が重いと言われるＤ君の
活動について、年間計画における前期の取り組み
を終えてすでに達成している主体的姿を確認した
上で、なお存在する課題を見直す作業が行われて
いる。工程の変更も含めた場や教材･教具、教師
のかかわり全般の検討はかなり規模の大きなもの
であると言える。事例的な検討であったため、具
体的な方途も示されている。
ⅲ　地域との連携から
　Ｄ君に焦点化した議論であったこともあり、作
業活動での主体的な姿の具体化への関心が高く、

地域との連携に関する直接の言及はなかった。
③第３回授業研究会（資料３）
ⅰ　６つの視点から
　「活動の計画」については、年間計画後期の授
業であり、「自発性」「たくましくなった」「役割
を意識してやっている」など主体的な取り組みが
評価されている。「活動の計画」の視点に即して
考えれば、目標や役割を意識しやすい展開であっ
たことが伺える。課題としては、流れ作業のペー
スに改善の余地があり、工程の見直しが提起され
ている。
　「場の設定・教材・教具」では、台の高さの見
直しなどこれまでの研究会で指摘された点の改善
効果が確認されている。それ以外の改善も概ね効
果があったことが述べられている。その上でさら
に求められる改善点が具体的に指摘されている。
Ｄ君の工程等の変更に効果があったことが指摘さ
れている。
　「教師のかかわり」は、「はじめの会」「おわり
の会」での教師の進行やはたらきかけへの評価が
なされている。短時間で行うことや見通しにつな
がる働きかけを行うことなど、主体的取り組みを
支援する側面の評価である。
　「友達とのかかわり」「保護者・地域の人々と
のかかわり」「環境教育の観点から」に関する意
見はなかった。
ⅱ　生徒の主体的取り組みから
　授業改善の成果として具体的に生徒の主体的取
り組みが評価されている。教材･教具等の個別の
支援の成果と共に、目標設定や活動の流れといっ
た全体への対応の成果も指摘されている。その上
で、特に個別の支援での課題はなお提出されてお
り、このことは不断の授業研究の意義や必要性を
再確認させることでもある。
ⅲ　地域との連携から
　今回は、地域とのかかわりについての意見はな
かった。
（２）他校の視察・資料収集

①視察・資料収集結果
　視察および資料収集を行った特別支援学校は、
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県外３校（熊本県１校、石川県１校、佐賀県１校）
であった。熊本県は知的障害特別支援学校、石川
県及び佐賀県は知的障害・肢体不自由特別支援学
校である。
　３校とも作業学習では地域に販売機会を求め、
販売活動をテーマにした授業展開を行っていた。
　熊本県の特別支援学校では経年的に作業学習を
単元化し、地域での販売活動を積み重ねていた。
単元化することで販売を目指して展開される諸活
動に自然な形で取り組んでいることが授業参観や
指導案などから伺えた。また、医療的ケアを必要
とする生徒のみの学部においても、販売をテーマ
にした学習が行われており、そのための支援の個
別化は教材･教具の工夫・改善において周到であ
り、注目すべきものがあった。
　石川県の特別支援学校では食品製造販売に取り
組んでいた。食品は衛生面の問題から外部への販
売は難しい製品種であるが、石川県の特別支援学
校では設備の充実や生徒への指導の徹底を通して
衛生への配慮を周到に行うことで地域販売への道
筋を開いていた。また、他に、中学部において作
業学習「アースエコロジー」と命名した学習を展
開しており、アルミ缶のリサイクルにあたってい
た。環境への関心を作業学習に反映した取り組み
であった。
　佐賀県の特別支援学校では、地域の産業である
焼き物を作業学習に取り入れるなど、地域性を生
かした作業展開を行っていた。工程の精査、道具
等の工夫などを通して、生徒の主体的な活動によ
る質の高い製品作りを行っていたことは特筆に値
する。
　

４　総合考察

　本研究は、中学部における作業学習の授業研究
を通して、生徒の主体的取り組みを実現し、かつ
地域と連携し持続可能な開発に資する職業教育の
展開方法を明らかにする目的で行われた。以下、
その目的に即して総合考察とする。

（１）生徒の主体的取り組み

　授業研究は、生徒が主体的に取り組める作業学
習という観点から行われた。これらは作業学習本
来の目標に含意されており、多面的に日常的な授
業改善がなされているものであるが、本研究にお
いては、特に大きく以下の３点での検討が特筆で
きよう。
　１つには、「活動の計画」における授業の開始
と終了に関する検討である。授業の主たる展開で
ある作業活動においての主体的活動の検討は不断
に行われているが、生徒が主体的に活動に着手
し、主体的に終了するということもまた、重要な
課題である。その点での検討がなされた。授業開
始における主体性とは、「自発的に」「滞りなく」
「見通しをもって」ということが重視される。「は
じめの会」のありようは、これらの点に対応する
観点から検討が重ねられていると見ることができ
る。授業終了における主体性も同様であるが、「見
通し」については、本時の活動自体の把握及び次
時もしくは目標達成への見通しがあげられる。こ
の点からの「終わりの会」の検討が必要となる。
　２つには、多様な視点からの授業改善過程が検
討である。前述の「活動の計画」もその１つに数
えられるが、授業の中で、場の設定や教材･教具
の工夫・改善、教師による支援のあり方の検討な
どが、全体と個に即して具体的に検討された。３
回の授業研究会の過程でその蓄積が授業改善につ
ながっていることが記録から読み取ることができ
た。これらの過程は実際の授業づくりでは常に行
われていることであるが、本研究では記録として
その一側面を示すことができたと考える。
　３つには、障害が重いと言われる生徒の主体
的・継続的な取り組みへの支援についての検討で
ある。資料中の「Ｄ君」への検討がこれに該当す
る。職業教育を単なる就労支援と見るのではなく、
全人的な教育と見るならば、この検討をおざなり
にすることはできない。授業研究の蓄積による支
援の最適化は不断の課題であろう。この点に関連
して、特に熊本県の特別支援学校での医療的ケア
を必要とする生徒のみの学部での販売をテーマに
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した学習は、知的障害教育における職業教育が全
人的な教育であることを改めて確認させるもので
あった。
（２）地域連携と持続可能性

　地域との連携という研究の主要な側面について
は、ほとんど検討されなかった。この点は、すで
に附属研究が一定の成果をあげ、それらが実践に
定着していることが要因としてあげられる。作業
学習における校外での販売活動の日常化などはそ
の成果である。一方、前述した本研究期間におけ
る独自の課題が提出されたことも検討の力点の置
き方に影響したと見られる。実践現場での授業研
究では、教育目標達成という一定の方向性の下、
新たな課題が生じることは少なくない。研究の本
筋ではないということでそれを脇に置くことは許
されず、本研究は期せずして、附属特別支援学校
中学部における授業実践で現場が追究する新たな
課題を示し得たことにもなろう。
　参観・資料収集を行った３校では、いずれも地
域に販路を求める作業学習ないしは生産をテーマ
にした生活単元学習が精力的に行われていた。地
域での活動の日常化は附属特別支援学校中学部の
場合と同様であり、生徒の主体的取り組みにも通
じるものといえよう。
　持続可能性にかかわる環境教育の観点からは、
地域の剪定材利用の定着、不良品を出さない状況
づくりなどが環境教育の日常化につながっている
と見ることができる。なお、資料３で今後、枝の
下処理（葉を落とす作業）が活動の発展として提
起されているが、これは本研究で行った授業研究
会後の作業学習で具体化された。その結果、各工
程の作業量のバランスがとれ、より多くの作業量
を効率的に遂行できるようになった。さらに、こ
れまで教師が葉を落とし加工した枝を使用してい
た生徒が、地域にある状態のままの枝に接するこ
とで地域の材の利用への意識をもちやすくなった
ことも指摘できる。石川県の特別支援学校におけ
る「アースエコロジー」の実践も、今後の生産活
動が環境への配慮を欠くことができないという視
点を踏まえた実践と意味づけることができる。

５　今後の課題

　中学部における職業教育の充実は、高等部への
接続という観点と共に、義務教育の最終段階であ
るという認識を持って臨んでいく必要がある。そ
の意味では充実を手控える必要はなく、今後も作
業学習や生活単元学習などの授業研究を中心に教
育課程全体での検討が必要であろう。本研究の中
で新たに話題となった生徒の主体的活動を支援す
る活動の計画、障害が重いと言われる生徒への支
援なども今後はいっそう丁寧に検討していくこと
が求められよう。
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＜資料１＞

○活動の計画
・「はじめの会」「おわりの会」は名称を「ミ
ーティング」「打ち合わせ」などのさらっ
としたものにしてはどうか。                                                 

・「はじめの会」は作業室に向かう前に行う
ことで、作業室ですぐ仕事につける良さが
ある。一方で細かな確認は現場がよいので、
「はじめの会」では全体の目標と気合いぐ
らいでどうか。作業前の「運動」の時間の
後でみんなが集まっているうちに各班ごと
にやったらどうか。                                                           

・Ｄ君は仕事はわかっていて表情も良い。本
単元に関わらず、働く生活の繰り返しの成
果ではないか。                                                             

・「おわりの会」で成果を分かちあうのはよ
い。実際的な内容でよい。さらっとしてい
てよい。

・全体として仕事が流れている印象である。                                     

・テーマに沿って、生徒も教師も一体感のあ
る取り組みとなっていた。
○場の設定・教材・教具                                                       

・Ａ君、枝が補助具のガイドに当たる前に切
ってしまうので、ガイドに確実に当たるよ
うに枝がやや斜めに入るようにしたらどう
か。                                 

・Ｂ君、道具が重すぎ、どうしても動いてし
まいほぞが折れる。足台が高すぎるように
思える（カッターの操作では適切だが）。
発想を全く変えて固定型のドリル台使用は
可能か                                                                       

・Ｃさんのやすりかけの下敷きは沈み込むス
ポンジなどが安定するのではないか。    

・Ｄ君の底板やすりがけは座りにくく手を伸
ばしている。可動域を狭め、ハンドルを伸
ばせば無理なくできそうである。                                             

・Ｅ君、ボンド付け要領よくやっている。リ
ズミカルに続けるにはできる状況づくりで
よりやりやすくを検討したい。材置き場と
製品が錯綜しているので材置き場を製品右
側においてはどうか。ボンド付けは手前に
固定で。                             

Ｅ君の組み立ては、木づちよりゴム等のハ
ンマーの方が材には優しいか。            

○教師のかかわり                                                             

・手順や出来映え確認を自分で確実にするた
めに、今はまだＴがそばで支援する必要が
ある。Ｔ１のそばでは可能か。                                                 

・Ｔ３はＤ君にあまり接近しすぎず、時間的
に間を持ってタイミングをみた支援がよい
のでは。何か仕事をしながら支援できない
か。ヤスリを大きくするなどして磨き面を
大きく、さらに材はＴが抑えなくてもよい
ように固定し、Ｄ君の磨き残しその他をＴ
３が行うような流れはどうか。                                                         

・Ｅ君がリズミカルに続けるにはＴによる声
かけは有効、Ｔ２が前工程にいるので材を
手渡していくことでリズムを作っていくこ
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ともよいのではないか。                   

○友達とのかかわり                                                           

　・意見なし。                                                                 

　○保護者・地域の人々とのかかわり                                             

　・意見なし。                                                                 

　○環境教育の観点から                                                         

・地域の剪定材の利用が定着しており、地域
に根ざして、かつ環境に配慮する姿勢が日
常化している。                                                               

・不良品を減らすための状況づくりも環境教
育に資することになるのではないか。   

＜資料２＞

～Ｄ君への支援について～                                                      

○活動の計画 

・障害が重いと言われるＤ君への対応をどの
ように考えるか。支援の成果を高等部にど
のようにつなげるかが課題。                                                   

・やろうと思う意識の育ちがみられ、自発的
活動が広がっている様子を大事にしたい。

・作業中のトイレもなくなってきている。生
活のリズムや見通しにつながってきている
ようだ。                                                                     

・中学部からの積み重ねの記録を示してもよ
いのでは。                           

○場の設定・教材・教具                                                       

・仕事は、教師と一緒ではなく、別々にでき
るような工夫を考えたい。動作は同じとし、
底板の穴開け工程に変更していきたい。ボ
ール盤を二つ用意し、従来の磨き作業にも
当たれるようにして、試行したい。                                           

・道具等の充実を図り、教師がそばで自分の
仕事をしながら支援する形にしたい。   

・底板固定の補助具を開発する必要がある。                                     

・ドリルの刃の太さを調整し、彼の力に即し
たものを選定したい。                 

・底板を薄くすることもあり得る                                               

○教師のかかわり                                                             

・教師も独立した役割を担って作業を進める

形にし、Ｄ君が自分の力で活動できる状況
をつくりたい。                                                               

○友達とのかかわり                                                           

・Ｄ君を意識して作業を進めている生徒がい
るので、場の配置や教師のかかわりを工夫
し、それぞれがペースよく活動できるよう
にしたい。                             

○保護者・地域の人々とのかかわり                                             

・意見なし。                                                                 

○環境教育の観点から                                                         

・意見なし。                                                                 

                                                                             

～全体について～                                                             

○活動の計画                                                                 

・はじめの会をなるべく生徒が身につけてい
る仕事の流れに即して行う必要がある。 

○場の設定・教材・教具                                                       

・場の配置で、教師の生徒への付き方も検討
したい。                             

・製品置き場を分かりやすくすることで見通
しにつなげたい。                     

○教師のかかわり                                                             

・運動の後の準備での教師の支援を個別に見
直すことで作業の入りをスムーズにできな
いか。
○友達とのかかわり                                                           

・意見なし。                                                                 

○保護者・地域の人々とのかかわり                                             

・復興支援に関わる単元化もあり得る。                                         

○環境教育の観点から                                                         

・意見なし。                                                                 

　＜資料３＞

○活動の計画
・全体の役割を意識して取り組むことが重要
である。「あにわ祭」に向けてということ
を繰り返し話題にしていったことで、生徒
たちの言葉にも目標についての話題がでる
ようになってきた。                                                             
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・着手が早くスムーズ、自発性を感じる。                                       

・枝ほぞ加工、Ｂ君はたくましくなった印象。
テノンカッターが詰まったときに、教師に
手助けを求めていたのは、小学校時代と変
わってきた。活動をやりたいと思っている
ことや自分の役割を意識してやっている証
拠ではないか。                         

・各工程の作業量のバランスについて、現在、
枝の切断の工程の作業のスピードが早く、
バランスが悪くなっている。そのため、枝
の切断だけではなく、枝の下処理（例えば
葉を落とす作業）も生徒が行うようにし、
活動の種類を増やしたい。             

○場の設定・教材・教具                                                       

・掲示などすっきりでよい。                                                   

・枝切り、ガイド効いている。ペースもよい。                                   

・枝ほぞ加工、台の高さは適切、セッティン
グでかがむのはやむなしだが、メインの作
業の進め安さを優先していてよい。                                             

・底板中央穴あけ、笑顔、振動や手応えを手
で感じているよう。持続性もとてもよい。

・底板中央穴あけ、Ｄ君の可動域に合わせて
ハンドルを調整した。                  

・底板のやすりがけ、コットンなどでなぞっ
て確認する方法もある。台安定してよい。
スポンジもう少し薄め、固定でもよいか。
自信をもって取り組んでいる。           

・組立、手順良く落ち着いて取り組んでいる。
ボンドは粘度をもう少し下げてもよいか。
仕上がりには影響ないが、べとつきが心配
である。                           

・Ｃさん、Ｅ君、作業台の高さを調整するか
立ってやる方が失敗が減るのではないか。
生徒の様子から見れば座っている方がよい
ので、台の高さなどの調整をしていきたい。
・補助具により安全性が確保されていた。                                       

・身支度をしているとき、よい表情をしてい
た。生きがいややりがいをもって取り組ん
でいるのがわかった。                                                         

・作業台が整理されていて生徒たちの活動が

スマートであった。                   

・全体の場は機能的で仕事が流れている印
象。

○教師のかかわり                                                             

・はじめの会、全体の目標と役割、すっきり
進んでよい。                         

・終わりの会も見通しにつなげる話題よい。                                     

○友達とのかかわり                                                           

・意見なし。                                                                 

○保護者・地域の人々とのかかわり                                             

・意見なし。                                                                 

○環境教育の観点から                                                         

・意見なし。


